
2026年度　須磨学園高等学校入学試験

国　　語

学力検査問題

（注　意）

　解答用紙は、この問題冊子の中央にはさんであります。まず、解答用紙を取り出して、 

受験番号シールを貼
は

り、受験番号を記入しなさい。

１．すべての問題を解答しなさい。

２．解答は、すべて解答用紙に記入しなさい。

３．解答は、１行の枠内に２行以上書いてはいけません。また、字数制限のある問題に　

ついては、記号や句読点も１字と数えることとします。

４．試験終了後、解答用紙のみ提出し、問題冊子は持ち帰りなさい。

※この冊子は再生紙・ベジタブルインキを使用しています。



一　
中
学
校
三
年
生
の
生
徒
Ａ
・
生
徒
Ｂ
・
生
徒
Ｃ
・
生
徒
Ｄ
の
四
人
は

兵
庫
県
と
米
の
関
係
に
つ
い
て
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
の

〈
資
料
１
〉〈
資
料
２
〉〈
資
料
３
〉〈
メ
ー
ル
〉〈
発
表
用
原
稿
〉
を
参

考
に
し
な
が
ら
【
会
話
文
】
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

　

【
会
話
文
】

生
徒
Ａ　

去
年
は
米
の
値
段
が
話
題
に
な
っ
た
ね
。

生
徒
Ｂ　

毎
日
食
べ
る
も
の
だ
か
ら
、
値
段
が
上
が
っ
た
り
手
に
入
り
に
く

く
な
っ
た
り
し
た
ら
困
る
ね
。

生
徒
Ｃ　

令
和
の
米
騒
動
な
ん
て
言
わ
れ
て
る
ね
。

生
徒
Ａ　

昔
か
ら
米
と
生
活
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
も
ん
ね
。

生
徒
Ｄ　

そ
れ
に
、
去
年
の
夏
は
雨
が
あ
ま
り
降
ら
な
か
っ
た
み
た
い
。
と

い
う
こ
と
は
今
年
も
米
不
足
に
な
り
そ
う
だ
。
浮
足
立
っ
ち
ゃ
う
よ
。

生
徒
Ｂ　

昔
に
比
べ
た
ら
米
以
外
に
も
主
食
が
増
え
た
よ
ね
。
醤
油
ラ
ー
メ

ン
と
か
味
噌
ラ
ー
メ
ン
と
か
。

生
徒
Ｃ　

ラ
ー
メ
ン
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な
い
。

生
徒
Ａ　

た
し
か
に
最
近
は
米
の
需
要
が
減
っ
て
い
る
み
た
い
だ
よ
。

生
徒
Ｄ　

や
っ
ぱ
り
若
者
の
米
離
れ
が
進
ん
で
い
る
の
か
な
。

生
徒
Ｂ　

え
、
ラ
ー
メ
ン
に
も
米
は
合
う
の
に
。

生
徒
Ｃ　

そ
れ
は
ち
ょ
っ
とＡ
違
く
な
い
？

生
徒
Ａ　

案
外
米
離
れ
は
若
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
み
た
い
。〈
資
料
１
〉

※　
「
他
の
パ
ン
」
と
は
あ
ん
こ
や
バ
タ
ー
な
ど
を
加
え
、
一
つ
に
成
形
さ

れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。
ま
た
「
調
理
パ
ン
」
と
は
加
工
品
（
焼
き
そ
ば

や
ソ
ー
セ
ー
ジ
）
を
挟
ん
だ
も
の
を
指
す
。

　
（
農
林
水
産
省「

米
の
消
費
及
び
生
産
の
近
年
の
動
向
に
つ
い
て
」
に
よ
る
）

を
見
て
。

生
徒
Ｂ　

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
米
離
れ
っ
て
な
に
。

生
徒
Ｃ　

う
る
ち
米
、
つ
ま
り
普
段
主
食
と
し
て
食
べ
て
い
る
米
の
消
費
量

が
減
少
し
て
い
く
こ
と
だ
よ
。
米
だ
け
で
な
く
パ
ン
や
麺
類
を
食
べ

る
人
が
増
え
て
い
る
っ
て
こ
と
。

生
徒
Ｄ　

こ
こ
二
十
年
でＢ
「
他
の
パ
ン
」
と
「
調
理
パ
ン
」
へ
の
支
出
が
最

も
増
え
た
の
は
60
歳
代
な
ん
だ
ね
。

生
徒
Ｂ　

そ
れ
に
、
需
要
の
低
下
は
、
人
口
の
減
少
が
拍
車
を
か
け
て
い
る

よ
う
だ
。

生
徒
Ａ　

た
し
か
に
、
需
要
量
は
一
人
当
た
り
の
消
費
量
×
総
人
口
で
算
出

さ
れ
て
い
る
も
の
ね
。

生
徒
Ｃ　

と
い
う
こ
と
は
、
国
民
全
体
の
米
離
れ
を
見
る
に
はＣ
一
人
当
た
り

の
摂
取
量
に
着
目
す
べ
き
な
ん
だ
。

生
徒
Ｄ　

兵
庫
県
で
も
米
を
作
っ
て
い
る
よ
ね
。
や
っ
ぱ
り
不
作
の
影
響
を

受
け
て
い
る
の
か
な
。

生
徒
Ｂ　

兵
庫
県
の
収
穫
量
は
ほ
ぼ
一
緒
だ
ね
。

生
徒
Ｃ　
〈
資
料
３
〉
を
見
る
と
、
主
食
用
以
外
に
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
ん

だ
ね
。

生
徒
Ａ　

い
ま
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
ら
、
醸
造
用
米
（
酒さ
か
ま
い米
）
の
生
産
量
は
全

国
一
位
だ
っ
て
！

生
徒
Ｄ　

と
い
う
こ
と
は
、　

Ｄ　

。

　
　
〈
資
料
１
〉
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30,000

0

36,000

32,000

28,000

24,000

20,000

16,000

12,000

130,603

40歳代

50歳代 30歳代

60歳代

29歳以下

5％
4％

15％

12％

7％

10％

10％

36％

11％
4％

16％

19％

7％

11％

15％

17％

141,542

2000年
2000 2005 2010 2015 2020 2023

2020年

（円）（円）

（年）

60歳代の主食の年間支出金額
（二人以上の世帯）

世帯主の年齢階級別の「他のパン」及び「調理パン」
の年間支出金額（二人以上の世帯）

他の主食的調理食品

他の穀類

麺類

他のパン、調理パン

食パン

すし（弁当）

弁当、おにぎり・その他

米

26,295

16,248

15.590

19,559

平均
40～49歳

29歳以下
50～59歳

30～39歳
60～69歳

6,132
5,157

19,837

16,248

9,380

13,326

13,074

47,449

15,858

5,979

22,049

26,295

10,591

15,462

20,593

24,715
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〈
資
料
２
〉

※　

米
・
米
加
工
品
の
分
類
に
は
以
下
の
食
品
が
含
ま
れ
る
。

　

米 

… 

玄
米
、
精
白
米
、
発
芽
玄
米
、
粥か

ゆ

な
ど
。

　

米
加
工
品 

… 

ア
ル
フ
ァ
化
米
、
お
に
ぎ
り
、
も
ち
、
赤
飯
、
上
新
粉
、

米
粉
な
ど
。

　
（
農
林
水
産
省「

米
の
消
費
及
び
生
産
の
近
年
の
動
向
に
つ
い
て
」
に
よ
る
）

　
　
〈
資
料
３
〉資

料
は
、
裏
面
に
続
き
ま
す
。

390

370

350

330

310

290

270

年齢階級別の米・米加工品の
１人・１日当たり摂取量

20歳代40歳代

50歳代

30歳代

60歳代

2001 2005 2010 2015 2019

（ｇ/人・日）

総数

2001年
387.1

2019年
334.9

2019年
281.5

2001年
347.4

60歳代の摂取量
18年で105.6ｇの減少
（▲27.3％）

20歳代の摂取量
18年で12.5ｇの減少
（▲3.6％）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代
（年）

令和５年度水稲の道府県別作付割合（総収穫量順）

順位 道府県 うるち米 醸造用米 もち米

１ 新潟県 92.2％ 2.3％ 5.5％

２ 北海道 90.7％ 0.5％ 8.8％

３ 秋田県 94.0％ 0.9％ 5.1％

４ 山形県 96.3％ 1.2％ 2.5％

５ 宮城県 97.4％ 0.2％ 2.4％

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

14 兵庫県 83.0％ 15.4％ 1.6％

データは公益社団法人　米穀安定供給確保支援機構
「令和５年産　水稲の品種別作付動向について」による
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〈メール〉〈発表用原稿〉 〈〈メメーールル〉〉

件名：インタビュー取材のお願い 須磨中学校 須磨太郎

宛先：sakamaimaiclub@kome.co.me
稲舞 作太郎 様

突然のご連絡、申し訳ありません。

須磨中学校の須磨太郎と申します。

現在授業にて「兵庫県と米の関係」を調査しており、私たちは「日本一の酒米所、兵庫」

をテーマにしています。

酒米農家である稲舞作太郎様の新聞記事をご覧になり、取材をさせていただきたくご連絡

いたしました。

ご多忙の所、大変恐縮ではございますが、下記内容にてご検討いただけないでしょうか。

取材内容：ここ数年の酒米の傾向、主な出荷先、酒米の魅力など。

取材目的：酒米生産量全国１位である兵庫県の魅力を調査するため。

取材候補地：須磨公民館・須磨中学校・稲舞様のご自宅

取材方法：インタビュー

日時に関しましては、11・12 月でご都合のよろしい日時をお知らせいただけますと幸い

です。

取材時間は 2時間を予定しております。

ご質問などありましたらお問い合わせください。

唐突なお願いで恐れ入りますが、何卒お力添えをいただけますようお願いいたします。

須磨中学校 須磨太郎

学校電話番号：123-456-7890

〈〈発発表表用用原原稿稿〉〉
日日本本一一のの酒酒米米所所、、兵兵庫庫

第１班 発表者 A,B,C,D
このテーマを選んだ理由：酒米は中学生にはなじみがないため、兵庫県の酒米の生産量が

日本一であることは知られていない。しかし誇るべき文化であ

るため中学生にも理解をしてほしいから。

１．兵兵庫庫県県のの稲稲作作（（デデーータタはは全全てて令令和和５５年年度度ののもものの））
兵庫県の米の生産量は全国で 14位ですが、酒米（醸造用米）の生産量は全国 1位です。

その数なんと 26,015 玄米トン。２位の新潟県が 11,268 玄米トンなので、２倍以上の生産

量を誇ります。

２．ななぜぜ酒酒米米がが盛盛んんななののかか
酒米造りに適している条件は「昼と夜の寒暖差が大きい」「水がきれい」「肥料成分の

保持力が高い土壌がある」ことです。酒米の中でも有名な「山田錦」作りが盛んな北播磨
はり ま

地域は標高 50~150 m の山間地のため寒暖差が大きく、近くには加古川や揖保川が流れて
い ぼ

います。また兵庫の土地はミネラルを多く蓄える粘土質の土壌があります。これらの条件

がそろった兵庫県は酒米所になるのです。

３．兵兵庫庫県県のの銘銘柄柄
兵庫県では数多くの酒米が育てられています。銘柄品種数も全国 1位です。その一部を

紹介します。

○山田錦：酒造好適米のうち酒造家から非常に人気がある品種。生産量は全国の約 6割を

占めている。

○兵庫夢錦：西播磨地域に適した酒造好適米。大粒で心白の発生が良く、酒造適性が高い。
しんぱく

○兵庫北錦：本県の但馬、丹波地域に適した酒造好適米。耐倒伏性が強い。
たじ ま たん ば

この３種類は全て兵庫県で配合、育成されました。

４．酒酒米米農農家家のの方方へへののイインンタタビビュューー
実際に兵庫県内で酒米農家をされている稲舞作太郎さんにお話を聞きました。

（以下省略）

５．ままととめめ
兵庫県は全国 1位の酒米生産量でありながら、お酒に縁がない私たちにはあまり知られ

ていません。

しかし私たちが早くからこの酒と酒米の名産地という誇りと受け継がれてきた伝統を知

ることで、この文化が次世代へと継承されていきます。皆さんもあまりなじみのない文化

でも、興味を持って調べてみてください。きっと兵庫のことがもっと好きになりますよ。
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の
設
問

問
一　
「
違
く
な
い
」（　
　
　

線
部
Ａ
）
に
つ
い
て
、「
違
く
な
い
」
と
い

う
語
句
は
文
法
上
誤
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　
「
違
う
」
は
未
然
形
が
「
違
く
」
と
活
用
し
な
い
か
ら
。

２　
「
違
う
」
は
カ
行
変
格
活
用
だ
か
ら
。

３　
「
な
い
」
は
仮
定
形
と
接
続
す
る
か
ら
。

４　
「
違
く
な
い
」
は
本
来
は
「
違
う
く
な
い
」
だ
か
ら
。

問
二　
「『
他
の
パ
ン
』
と
『
調
理
パ
ン
』
へ
の
支
出
が
最
も
増
え
た
の
は
60

歳
代
な
ん
だ
ね
」（　
　
　

線
部
Ｂ
）
に
つ
い
て
、〈
資
料
１
〉
の
年
間

支
出
金
額
に
関
す
る
二
つ
の
デ
ー
タ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

20
年
の
60
歳
代
の
主
食
の
全
体
の
年
間
支
出
金
額
は
00
年
に
比
べ
て

増
加
し
て
い
る
が
、「
米
」
の
項
目
の
年
間
支
出
金
額
は
こ
の
二
十
年

間
で
三
分
の
一
以
下
に
な
っ
て
い
る
。

２　

ど
の
年
代
も
「『
他
の
パ
ン
』
及
び
『
調
理
パ
ン
』」
へ
の
支
出
金
額

は
19
年
か
ら
20
年
で
一
度
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の
減
少
量
は
29
歳
以

下
が
最
も
少
な
い
。

３　

00
年
か
ら
23
年
ま
で
、
毎
年
40
歳
代
の
「『
他
の
パ
ン
』
及
び
『
調

理
パ
ン
』」
へ
の
支
出
金
額
が
最
高
で
あ
る
。
中
に
は
、
60
歳
代
の
二

倍
以
上
の
支
出
金
額
の
年
も
あ
る
。

４　

03
年
か
ら
23
年
ま
で
の
二
十
年
間
で
、「『
他
の
パ
ン
』
及
び
『
調
理

パ
ン
』」
へ
の
支
出
に
お
い
て
29
歳
以
下
の
支
出
金
額
が
60
歳
代
の
支

出
金
額
を
上
回
っ
た
の
は
三
回
だ
け
で
あ
る
。

問
三　
「
一
人
当
た
り
の
摂
取
量
」（　
　
　

線
部
Ｃ
）
に
つ
い
て
、〈
資
料

２
〉
を
ま
と
め
た
次
の
文
章
の　
　
　

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

60
歳
代
の
米
・
米
加
工
品
の
１
人
・
１
日
当
た
り
の
摂
取
量
は
01
年
と

比
較
し
て
、
19
年
は

105.6
ｇ
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
01
年
の
約

27.3
％
減
少

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

対
し
て
20
歳
代
の
摂
取
量
は

12.5
ｇ
減
少
し
て
お
り
、
こ
れ
は
01
年
の
約

3.6
％
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
た
が
っ
て　
　
　

と
言
え
る
。

１　

60
歳
代
の
米
・
米
加
工
品
の
摂
取
量
の
減
少
割
合
は
、
20
歳
代
の

米
・
米
加
工
品
の
摂
取
量
の
減
少
割
合
よ
り
約
10
％
多
い
。

２　

60
歳
代
の
米
・
米
加
工
品
の
摂
取
量
の
減
少
割
合
は
、
20
歳
代
の

米
・
米
加
工
品
の
摂
取
量
の
減
少
割
合
の
十
倍
以
上
で
あ
る
。

３　

60
歳
代
の
米
・
米
加
工
品
の
摂
取
量
の
減
少
割
合
は
、
20
歳
代
の

米
・
米
加
工
品
の
摂
取
量
の
減
少
割
合
の
七
倍
以
上
で
あ
る
。

４　

60
歳
代
の
米
・
米
加
工
品
の
摂
取
量
の
減
少
割
合
は
、
20
歳
代
の

米
・
米
加
工
品
の
摂
取
量
の
減
少
割
合
よ
り
約
35
％
多
い
。

問
四　
　

Ｄ　

に
入
る
言
葉
は
〈
資
料
３
〉
を
参
考
に
し
た
も
の
で
す
。

空
欄
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

兵
庫
県
の
稲
作
は
他
県
に
比
べ
て
、
水
害
や
干
害
の
影
響
を
受
け
や

す
い
の
か
も
し
れ
な
い
ね
。

２　

兵
庫
県
の
稲
作
は
他
県
に
比
べ
て
、
水
害
や
干
害
の
影
響
を
受
け
に

く
い
の
か
も
し
れ
な
い
ね
。

３　

兵
庫
県
の
稲
作
は
他
県
に
比
べ
て
、
米
離
れ
の
影
響
を
受
け
や
す
い

の
か
も
し
れ
な
い
ね
。

４　

兵
庫
県
の
稲
作
は
他
県
に
比
べ
て
、
米
離
れ
の
影
響
を
受
け
に
く
い

の
か
も
し
れ
な
い
ね
。

設
問
は
、
裏
面
に
続
き
ま
す
。

一

─ 4 ─



問
五　

生
徒
Ａ
た
ち
は
発
表
に
向
け
て
、
酒
米
農
家
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
た
い
と
思
い
、
農
家
に
送
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
依
頼
文
を
メ
ー
ル

で
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
の
会
話
は
メ
ー
ル
を
送
る
時
に
気
を
付

け
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
も
の
で
す
。
会
話
の
後
に
作
成

し
た
〈
メ
ー
ル
〉
の
中
の
表
現
や
内
容
に
つ
い
て
、
誤
り
を
指
摘
し
た

文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
後
の
【
選
択
肢
】
の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

生
徒
Ａ　

農
家
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
い
ん
だ
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
な
。

生
徒
Ｂ　

メ
ー
ル
を
送
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

生
徒
Ａ　

大
人
の
方
に
メ
ー
ル
を
送
っ
た
こ
と
が
な
い
ん
だ
け
ど
、
何
を
書

け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
。

生
徒
Ｂ　

ま
ず
は
敬
語
を
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
よ
ね
。
普
段
、
先
生
に
は

あ
ん
ま
り
使
っ
て
な
い
け
ど
。

生
徒
Ｃ　

そ
こ
は
ち
ゃ
ん
と
し
よ
う
ね
。
メ
ー
ル
の
内
容
は
ど
ん
な
も
の
が

必
要
か
な
。

生
徒
Ｄ　

い
き
な
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
も
答
え
づ
ら
い
だ
ろ
う
か
ら
、
聞

き
た
い
内
容
は
あ
ら
か
じ
め
伝
え
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

生
徒
Ａ　

た
し
か
に
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
日
程
を
決
め
る
に
は
何
を
伝
え
れ

ば
い
い
だ
ろ
う
。

生
徒
Ｃ　

か
か
る
時
間
と
、
ど
こ
で
す
る
か
は
大
事
だ
よ
ね
。
向
こ
う
の
家

に
行
く
の
は
準
備
も
大
変
だ
ろ
う
か
ら
、
い
く
つ
か
候
補
の
場
所
を

考
え
よ
う
。

生
徒
Ｂ　

公
民
館
と
か
ど
う
。
会
議
室
と
か
借
り
ら
れ
る
と
思
う
。

生
徒
Ｃ　

い
い
ね
。
あ
と
は
学
校
と
か
。

生
徒
Ｄ　

友
達
と
会
う
と
き
は
、
お
母
さ
ん
が
お
菓
子
を
持
た
せ
て
く
れ
る

け
ど
、
今
回
も
必
要
か
な
。

生
徒
Ａ　

中
学
生
だ
か
ら
必
要
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
で
も
何
も
し
な
い

の
も
失
礼
だ
よ
ね
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
終
わ
っ
た
ら
お
礼
の
メ
ー
ル

を
送
ろ
う
。

　
　
【
選
択
肢
】

１　

取
材
は
相
手
の
時
間
を
い
た
だ
く
た
め
、
お
礼
の
品
を
用
意
す
る
こ

と
を
取
材
相
手
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

取
材
場
所
は
、
生
徒
の
安
全
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
学

校
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　
「
ご
覧
に
な
り
」
は
尊
敬
語
な
の
で
、「
拝
見
し
」
に
変
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

４　

取
材
内
容
は
そ
の
場
で
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
、
混
乱
を
避
け
る
た

め
メ
ー
ル
に
明
記
し
て
は
い
け
な
い
。

問
六　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
自
分
た
ち
の
調
査
を
も
と
に
、〈
発
表
用
原
稿
〉

を
作
成
し
ま
し
た
。〈
発
表
用
原
稿
〉
に
用
い
ら
れ
て
い
る
工
夫
の
説

明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答

え
な
さ
い
。

１　
「
１
．
兵
庫
県
の
稲
作
」
か
ら
「
３
．
兵
庫
県
の
銘
柄
」
ま
で
は
明

確
に
数
字
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
発
表
内
容
を
具
体
的

に
し
、
わ
か
り
や
す
く
す
る
効
果
が
あ
る
。

２　

具
体
的
な
地
名
や
河
川
名
な
ど
を
出
す
こ
と
で
、
小
中
学
校
で
学
習

し
た
地
理
を
復
習
し
つ
つ
、
兵
庫
県
へ
の
郷
土
愛
を
強
め
る
効
果
が
あ
る
。

３　
「
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
理
由
」
と
「
５
．
ま
と
め
」
の
内
容
を
対

応
さ
せ
る
こ
と
で
、
論
理
性
よ
り
感
性
を
重
視
し
た
発
表
で
あ
る
と
感

じ
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。

４　
「
５
．
ま
と
め
」
で
話
し
か
け
る
よ
う
に
書
く
こ
と
で
、
読
者
に
当

事
者
意
識
を
持
た
せ
、
稲
作
や
米
に
興
味
を
持
ち
、
米
農
家
へ
の
就
業

意
識
を
高
め
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。

─ 5 ─



　

次
の
【
漢
文
】
は
『
世せ

説せ
つ

新し
ん

語ご

』
の
一
節
で
す
。【
漢
文
】
と
【
書

き
下
し
文
】
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
【
漢
文
】

王　

東　

亭ト　

與と
二 
謝　

公
一 

交リ　

悪シ

。　

王　

在リ
レ 

東ニ

、　

聞キ
二 

謝ノ　

喪ヲ
一
、

便チ　

出デ
テレ 

都ニ

、　

詣リ
二 

子　

敬ニ
一 
道フ

、　
「
欲　

哭　

謝　

公
」
。　

子　

敬　

始メ
テ
　

臥セ
シ
ガ、　

聞キ
二 

其ノ　

言ヲ
一
、　

便チ　

驚キ　

起チ
テ

　

曰ク

、　
「
所ナ

リ
ト

レ 

望ム
二 

於　

法　

護ニ
一

」
。　

王　

於イ
テレ 

是ニ　

往キ
テ
　

哭ス

。　

督　

師　

刀　

約　

不シ
テレ 

聴サ
レ 

前ム
ヲ

曰ク

、　
「
官　

平　

生ニ　

在リ
シ

　

時
、　

不リ
キ
トレ 

見エ
二 

此ノ　

客ニ
一
」
。　

王モ　

亦タ　

不
二 

與ニ　

語ラ
一
、　

直チ
ニ
　

前ミ
テ
　

哭シ

、　

甚ダ　

慟ス

。　

不シ
テレ 

執ラ
二 

末　

婢ノ　

手ヲ
一 
而　

退ク

。

問
一　
「
道
」（　
　
　

線
部
Ａ
）
と
同
じ
意
味
で
「
道
」
を
用
い
た
熟
語
と

し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な

さ
い
。

１　

道
場　
　

２　

道
理　
　

３　

道
路　
　

４　

報
道

問
二　
「
欲
哭
謝
公
」（　
　
　

線
部
Ｂ
）
に
つ
い
て
、【
書
き
下
し
文
】
の

読
み
方
に
な
る
よ
う
に
返
り
点
を
つ
け
な
さ
い
。
送
り
が
な
は
つ
け
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

問
三　
「
起
」（　
　
　

線
部
Ｃ
）、「
曰
」（　
　
　

線
部
Ｄ
）
の
主
語
と
し

て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番

号
で
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
解
答
に
お
け
る
番
号
の
重
複
使
用
は
可
能

と
し
ま
す
。

１　

王
東
亭　
　

２　

謝
公　
　

３　

子
敬　
　

４　

刀
約

問
四　
「
官
平
生
在
時
不
見
此
客
」（　
　
　

線
部
Ｅ
）
の
訳
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

謝
公
は
生
き
て
い
た
と
き
、
不
仲
に
な
っ
た
王
東
亭
と
は
面
会
し
な

か
っ
た
。

２　

謝
公
は
生
き
て
い
た
と
き
、
ど
の
客
人
と
も
目
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

３　

刀
約
は
謝
公
に
仕
え
て
い
た
と
き
、
王
東
亭
と
和
解
を
求
め
て
い
た
。

４　

刀
約
は
謝
公
に
仕
え
て
い
た
と
き
、
王
東
亭
を
追
放
し
て
い
た
。

問
五　

本
文
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

王
東
亭
は
、
心
か
ら
謝
公
の
死
を
弔
っ
た
た
め
、
刀
約
は
王
東
亭
に

理
解
を
示
し
た
。

２　

王
東
亭
は
、
謝
公
と
相
容
れ
な
い
関
係
だ
っ
た
が
、
謝
公
が
死
去
し

た
と
き
に
は
弔
い
号
泣
し
た
。

３　

王
東
亭
は
、
友
人
を
弔
い
、
礼
儀
作
法
を
重
ん
じ
る
徳
の
あ
る
人
物

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

４　

王
東
亭
は
、
泣
き
止
ん
だ
後
、
身
分
の
低
い
召
使
の
手
を
借
り
ず

に
、
自
分
で
帰
宅
し
た
。

二

注
１

注
５

注
９

注1
注

注
７

注
４

注
３

注
２

Ａ

Ｄ

Ｂ
Ｃ

　
　
【
書
き
下
し
文
】

王お
う
と
う
て
い

東
亭
と
謝し

ゃ
こ
う公

と
交ま

じ
わり

悪あ

し
。
王
東ひ

が
しに

在
り
、
謝
の
喪そ

う

を
聞
き
、
便す

な
わち

都
に

出い

で
て
、
子し

敬け
い

に
詣い

た

り
道い

ふ
、「
謝
公
を
哭こ

く

せ
ん
と
欲
す
」
と
。
子
敬
始
め

て
臥ふ

せ
し
が
、
其
の
言げ

ん

を
聞
き
、
便
ち
驚
き
起た

ち
て
曰い

わ

く
、「
法ほ

う

護ご

に
望
む

所
な
り
」
と
。
王
是こ
こ

に
於お

い
て
往ゆ

き
て
哭
す
。
督と

く
す
い師
刀と

う
や
く約
前す

す

む
を
聴ゆ

る

さ
ず
し

て
曰
く
、「
官
平へ
い
ぜ
い生
に
在
り
し
時
、
此こ

の
客
に
見ま

み

え
ざ
り
き
」
と
。
王
も
亦ま

た
與と

も

に
語
ら
ず
、
直た

だ

ち
に
前
み
て
哭
し
、
甚は

な
はだ
慟ど

う

す
。
末ま

つ

婢ぴ

の
注1
注
手
を
執と

ら
ず

し
て
退し

り
ぞく

。

注
１　

交
悪 

… 

王
東
亭
は
、
謝
氏
の
家
に
婿む

こ

入
り
し
た
が
、
謝
公
と
の
不

仲
が
原
因
で
離
婚
し
た
。

注
２　

子
敬 

… 

王
氏
の
一
族
で
、
王
東
亭
の
弟
分
に
あ
た
る
。

注
３　

哭 

…
「
人
の
死
を
弔
い
泣
く
」
の
意
。

注
４　

始 

…
「
は
じ
め
は
」
の
意
。

注
５　

法
護 

… 

王
東
亭
の
こ
と
。「
法
護
に
望
む
所
な
り
」
は
、「
王
東
亭

の
意
に
従
う
」
と
い
う
こ
と
。

注
６　

於
是 

…
「
こ
の
時
」
の
意
。

注
７　

督
師 

… 

こ
こ
で
は
謝
公
の
葬
儀
を
取
り
仕
切
る
人
の
こ
と
。
刀
約

は
謝
公
に
仕
え
て
い
た
。

注
８　

官 

… 

謝
公
の
こ
と
。

注
９　

慟 

…
「
大
声
を
あ
げ
て
泣
く
」
の
意
。

注
10　

末
婢 

… 

謝
公
の
末
子
の
謝し

ゃ
た
ん琰
の
こ
と
。

注
11　

手
を
執
ら
ず 

… 

弔ち
ょ
う
も
ん問で
は
喪
主
（
こ
こ
で
は
謝
琰
）
の
手
を
取
る

の
が
礼
儀
と
さ
れ
て
い
る
。

注
６

注
８

Ｅ
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次
の
文
章
は
、『
土
佐
日
記
』
の
中
の
一
節
で
す
。
作
者
は
、
都
か

ら
派
遣
さ
れ
た
先
の
土
佐
国
（
現
在
の
高
知
県
）
で
、
任
期
中
に
自
身

の
娘
を
亡
く
し
ま
し
た
。
以
下
の
文
章
は
、
任
期
を
終
え
た
後
の
場
面

を
描
い
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

　

十
一
日
。
暁
に
舟
を
出
だ
し
て
、
注
１
室む

ろ

津つ

を
追
ふ
。
人
ま
だ
寝
た
れ
ば
、
海

の
あ
り
や
う
も
見
え
ず
。
た
だ
月
を
見
て
ぞ
、
西
東
を
ば
知
り
け
る
。
か
か

る
間
に
、
み
な
夜
明
け
て
、
手
洗
ひ
、注
２例
の
こ
と
ど
も
し
て
、
昼
に
な
り

ぬ
。
今
し
、
羽は

ね根
と
い
ふ
所
に
来
ぬ
。
若
き
童
、
こ
の
所
の
名
を
聞
き
て
、

「
羽
根
と
い
ふ
所
は
鳥
の
羽
の
や
う注
３に
や
あ
る
」
と
言
ふ
。
ま
だ
幼
き
童
の

言
な
れ
ば
、
人
々
笑
ふ
時
に
、
あ
り
け
る
女
童
な
ん
、
こ
の
歌
を
詠よ

め
る
。

ア　

ま
こ
と
に
て
名
に
聞
く
と
こ
ろ
羽
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　

飛
ぶ
が
ご
と
く
に
都
へ注
４も
が
な

　

と
ぞ
言
へ
る
。
男
も
女
も
、「注
５い

か
で
と
く
京
へ
も
が
な
」
と
思
ふ
心
あ

れ
ば
、
こ
の
歌
「
よ
し
」
と
に
は
あ
ら
ね
ど
、「
げ
に
」
と
思
ひ
て
、
人
々

忘
れ
ず
。
こ
の
羽
根
と
い
ふ
所
問
ふ
つ
い
で
に
ぞ
、
ま
た注
６昔
の
人
を
思
ひ
出

で
て
、注
７い
づ
れ
の
時
に
か
忘
る
る
。
注
８
下く

だ

り
し
時
の
人
の
数
足
ら
ね
ば
、注
９古
歌

に
、「
数
は
足
ら
で
ぞ
帰
る
べ
ら
な
る
」
と
い
ふ
言
を
思
ひ
出
で
て
、
人
の

詠
め
る
。

イ　

世
の
中
に
思
ひ
や
れ
ど
も
子
を
恋
ふ
る

　
　
　
　
　
　

思
ひ
に
ま
さ
る
思
ひ
な
き
か
な

　

と
言
ひ
つ
つ
な
む
。

注
１　

室
津
を
追
ふ 

…
「
室
津
」
は
現
在
の
高
知
県
の
地
名
。「
追
ふ
」
は

こ
こ
で
は
「
目
指
す
」
の
意
。

注
２　

例
の
こ
と 

…
「
い
つ
も
の
こ
と
」「
普
段
行
う
こ
と
」
の
意
。

注
３　

に
や
あ
る 

…
「
で
あ
る
の
か
」
の
意
。

注
４　

も
が
な 

… 

願
望
の
終
助
詞
。
こ
こ
で
は
「
～
し
た
い
」
の
意
。

注
５　

い
か
で
と
く 

…
「
何
と
か
し
て
早
く
」
の
意
。

注
６　

昔
の
人 

… 

作
者
の
亡
く
な
っ
た
娘
を
指
す
。

注
７　

い
づ
れ
の
時
に
か
忘
る
る 

…
「
い
つ
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ら
れ
よ
う

か
、
い
や
、
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
意
。

注
８　

下
り
し
時
の
人
の
数
足
ら
ね
ば 

…
「
都
か
ら
土
佐
国
に
来
た
当
初

の
人
数
に
（
現
在
の
人
数
が
）
満
た
な
い
の
で
」
の
意
。

注
９　

古
歌
に
、「
数
は
足
ら
で
ぞ
帰
る
べ
ら
な
る
」
…
「
古
歌
」
は
『
古

今
和
歌
集
』
を
指
す
。
こ
れ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
北
へ
行
く
雁か
り

ぞ
鳴

く
な
る
つ
れ
て
こ
し
数
は
足
ら
で
ぞ
帰
る
べ
ら
な
る
（
春
が
来
て
北
国

に
飛
び
帰
る
雁
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
悲
し
そ
う
に
鳴
く
の

は
、
来
る
時
に
一
緒
に
来
た
数
が
足
り
な
い
で
帰
る
か
ら
な
の
だ
ろ

う
）」
の
一
部
を
踏
ま
え
て
い
る
。「
べ
ら
な
る
」
は
「
～
の
よ
う
で
あ

る
・
～
だ
ろ
う
」
の
意
。
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の
設
問

問
一　

こ
の
作
品
の
作
者
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

清
少
納
言

２　

本
居
宣
長

３　

紀
貫
之

４　

鴨
長
明

問
二　

ア
の
和
歌
に
つ
い
て
、「
都
へ
も
が
な
」
と
あ
り
ま
す
が
、
何
を

「
し
た
い
」
の
で
す
か
。
当
て
は
ま
る
行
動
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

空
を
飛
ぶ
こ
と

２　

都
に
帰
る
こ
と

３　

手
紙
を
出
す
こ
と

４　

連
れ
て
行
く
こ
と

問
三　
「『
よ
し
』
と
に
は
あ
ら
ね
ど
、『
げ
に
』
と
思
ひ
て
」（　
　
　

線

部
）
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
「『
良
い
』
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

が
、『
本
当
に
そ
の
通
り
だ
』
と
思
っ
て
」
と
い
う
意
味
で
す
。
人
々

が
こ
の
よ
う
に
思
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

旅
の
人
々
が
都
へ
帰
れ
ず
落
ち
込
ん
で
い
る
中
で
、
雰
囲
気
を
良
く

し
よ
う
と
女
児
が
努
力
し
て
い
た
か
ら
。

２　

旅
の
人
々
は
、
都
へ
の
強
い
思
い
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
心
情
を
詠

み
こ
ん
だ
女
児
の
和
歌
に
共
感
し
た
か
ら
。

３　

旅
の
人
々
が
話
し
て
い
た
こ
と
を
歌
に
詠
ん
だ
た
め
、
女
児
の
周
囲

の
人
々
を
見
る
観
察
力
に
驚
か
さ
れ
た
か
ら
。

４　

旅
の
人
々
は
、
女
児
の
前
向
き
な
和
歌
に
励
ま
さ
れ
、
旅
を
ず
っ
と

続
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
か
ら
。

問
四　

イ
の
和
歌
に
関
し
て
、
そ
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

こ
の
世
で
、
子
を
恋
し
く
思
う
気
持
ち
以
上
に
強
い
思
い
は
な
い
の
か
。

２　

こ
の
世
で
、
子
を
愛
し
く
思
わ
な
い
人
は
い
な
い
。

３　

こ
の
世
で
、
子
を
恋
し
く
思
わ
な
い
人
は
い
な
い
の
か
。

４　

こ
の
世
で
、
子
を
愛
し
く
思
う
気
持
ち
は
何
よ
り
も
強
い
。

問
五　

本
文
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

作
者
は
、
土
佐
国
で
失
っ
た
自
身
の
娘
の
こ
と
を
今
後
も
忘
れ
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
と
強
く
思
っ
て
い
る
。

２　

ア
の
和
歌
は
、
室
津
を
出
発
し
て
羽
根
を
経
由
し
て
土
佐
国
へ
向
か

う
時
に
詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ
る
。

３　

一
行
が
訪
れ
た
羽
根
と
い
う
場
所
は
、
そ
の
名
前
が
鳥
の
羽
に
由
来

す
る
場
所
だ
と
本
文
で
は
示
さ
れ
て
い
る
。

４　

人
々
が
、
真
夜
中
に
船
を
出
し
て
い
る
時
に
、
そ
の
他
の
人
々
は
普

段
は
し
な
い
こ
と
を
し
て
い
た
。
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次
の
文
章
は
、
中
條
て
い
『
ア
イ
ミ
タ
ガ
イ
』
の
一
節
で
す
。
小
学

六
年
生
の
「
ぼ
く
」（
樋ひ

口ぐ
ち
あ
つ
と
し

敦
俊
）
は
、
英
光
中
学
を
受
験
し
、
合
格

が
確
実
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
結
果
は
不
合
格
で
し
た
。「
ぼ
く
」

は
結
果
を
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
塾
の
先
生
に
不
合
格
を

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
夕
方
に
は
塾
の
祝
賀
会
も
あ
り
ま
し
た
。

気
が
重
い
ま
ま
自
転
車
で
塾
に
向
か
っ
て
い
た
「
ぼ
く
」
は
、
途
中
で

ひ
っ
た
く
り
犯
と
遭
遇
し
、
被
害
に
あ
っ
た
「
お
ば
さ
ん
」（
星ほ
し

野の

政ま
さ

恵え

）
を
助
け
ま
す
。
そ
の
後
、「
ぼ
く
」
は
「
お
ば
さ
ん
」
に
連
れ
ら

れ
て
、
昼
食
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
英
光
中
学
の
受
験
の
話
題
に

な
り
ま
し
た
。
以
下
は
そ
れ
に
続
く
場
面
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後

の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

「
え
ー
と
、
名
前
な
ん
や
っ
た
っ
け
？　

明
石
さ
ん
と
こ
の
ボ
ク
や
け
ど
、

知
っ
て
る
？
」

　

明
石
く
ん
…
…
ど
こ
ま
で
つ
い
て
く
る
ん
だ
。

「
あ
の
子
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
親
し
く
て
ね
、
よ
く
聞
か
さ
れ
て
る
の
よ
。

昨
日
が
発
表
？　

受
か
っ
た
っ
て
奇
跡
み
た
い
に
よ
ろ
こ
ん
で
、
わ
ざ
わ
ざ

知
ら
せ
に
来
た
わ
。
よ
っ
ぽ
ど
う
れ
し
か
っ
た
ん
や
ろ
ね
」

　

ず
っ
と
こ
の
話
を
聞
か
さ
れ
る
の
か
と
思
う
と
、
心
が１
ず
き
ず
き
と

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
痛
ん

だ
。
ぼ
く
は
耳
をａ
素
通
り
さ
せ
よ
う
と
食
べ
る
こ
と
に
没
頭
し
た
け
れ
ど
、

お
ば
さ
ん
の
声
が
そ
う
は
さ
せ
な
か
っ
た
。

「
あ
の
子
、
絶
対
受
か
ら
ん
っ
て
言
わ
れ
て
た
ら
し
い
ね
。
志
望
を
変
更
し

ろ
っ
て
勧
め
ら
れ
た
と
き
は
泣
い
て
、
暴
れ
て
大
変
や
っ
た
み
た
い
よ
。
孫

が
蹴
り
破
っ
た
っ
て
、
襖ふ
す
まに
こ
ん
な
穴
あ
い
て
る
の
見
せ
て
も
ら
っ
た
わ
」

Ａ
ぼ
く
は
顔
を
上
げ
た
。
お
ば
さ
ん
が
両
手
の
指
を
合
わ
せ
て
作
っ
た
丸
の

中
に
明
石
く
ん
の
顔
が
す
っ
ぽ
り
浮
か
ん
だ
け
れ
ど
、
あ
の
お
も
し
ろ
い
こ

と
ば
か
り
言
う
子
が
本
当
に
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
な
ん
で
そ
こ
ま
で
し
て
英
光
へ
行
き
た
い
の
か
は
よ
う
わ
か
ら
ん
そ
う
や

け
ど
、
孫
が
悔
し
が
る
の
が
か
わ
い
そ
う
で
、
試
験
日
が
ち
が
う
の
な
ら
両

方
受
け
て
み
ろ
っ
て
受
験
料
出
し
て
や
っ
た
そ
う
よ
。
駄
目
も
と
な
ん
て
言

う
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
挑
戦
し
て
み
る
も
の
ね
」

　

う
ん
、
と
は
う
な
ず
け
な
く
て
黙
っ
て
聞
い
て
い
る
と
、
お
ば
さ
ん
は
調

子
に
乗
っ
て
も
っ
と
話
し
続
け
た
。

「
あ
の
子
、
体
が
小
さ
い
じ
ゃ
な
い
。
サ
ッ
カ
ー
や
っ
て
て
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー

取
れ
へ
ん
し
、
低
学
年
の
と
き
も
よ
う
怒
っ
て
た
よ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
前

で
は
え
ら
い
駄
々
っ
子
や
っ
た
け
ど
、
そ
う
や
っ
て
吐
き
出
す
相
手
も
い
て

く
れ
な
き
ゃ
、
子
ど
も
も
大
変
よ
ね
」

　

カ
レ
ー
を
口
に
運
ん
だ
お
ば
さ
ん
は
、「
あ
あ
、
お
い
し
」
と
声
に
出
し

て
メ
ロ
ン
ソ
ー
ダ
を
飲
ん
だ
。

「
樋
口
く
ん
は
第
二
小
学
校
だ
け
ど
、
四
月
か
ら
は
明
石
さ
ん
と
こ
の
ボ
ク

と
同
級
生
に
な
る
っ
て
こ
と
や
ね
」

　

ぼ
く
はｂ
口
を
つ
ぐ
ん
だ
ま
ま
下
を
向
い
て
い
た
。

「
ち
が
う
の
？
」

「
ぼ
く
は
、
英
光
落
ち
た
か
ら
」

「Ｂえ
っ
、
な
ん
で
？
」

　

そ
れ
は
こ
っ
ち
が
教
え
て
ほ
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
こ
ん
な
聞
き
返
し

方
っ
て
あ
る
か
！　

正
直
に
白
状
し
た
っ
て
い
う
の
に
。
ぼ
く
は
、
む
っ
と

し
た
気
持
ち
を
顔
に
あ
ら
わ
し
た
。

「
ご
め
ん
。
そ
や
け
ど
、
ど
う
見
た
っ
て
あ
ん
た
の
方
が
ず
っ
と
賢
そ
う
な

顔
し
て
る
さ
か
い
…
…
。
失
敗
し
た
ん
？
」

　

ぼ
く
は
、
お
ば
さ
ん
の
ペ
ー
ス
に
乗
せ
ら
れ
て
う
ん
と
答
え
て
し
ま
っ
た
。

「
わ
あ
、
そ
う
か
。
そ
れ
は
残
念
や
っ
た
ね
。
け
ど
、
い
っ
し
ょ
の
大
学
に

受
か
っ
た
ら
中
学
が
ど
こ
で
も
同
じ
こ
と
だ
し
ね
」

　

お
ば
さ
ん
は
あ
っ
さ
り
と
極
論
を
言
っ
て
の
け
て
、２
き
り
り
と

⌇
⌇
⌇
⌇
口
を
結
ん
だ
。

「
今
の
樋
口
く
ん
は
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
る
け
ど
、
三
十
歳
に
な
っ
た
と
し
て

ご
ら
ん
よ
。
中
学
に
落
ち
た
こ
と
な
ん
か
鼻
く
そ
く
ら
い
に
し
か
思
っ
て
な

い
わ
。
で
も
、
ひ
っ
た
く
り
に
自
転
車
ぶ
つ
け
て
や
っ
つ
け
た
の
は
、
そ
う

誰
に
で
も
経
験
で
き
る
こ
と
や
な
い
で
し
ょ
。
大
人
に
な
っ
た
ら
、
あ
ん
た

の
今
日
と
い
う
日
は
痛
快
な
思
い
出
よ
。
そ
う
思
う
や
ろ
？
」

　

カ
レ
ー
を
食
べ
終
え
る
と
、
お
ば
さ
ん
は
も
う
ぼ
く
に
た
ず
ね
も
し
な
い

で
追
加
の
注
文
を
し
た
。
ぼ
く
も
開
き
直
っ
て
、
遠
慮
な
ん
か
す
る
も
の
か

と
ド
リ
ン
ク
バ
ー
へ
二
杯
目
を
取
り
に
い
き
、
今
度
こ
そ
メ
ロ
ン
ソ
ー
ダ
を

注
い
だ
。３
シ
ュ
ワ
シ
ュ
ワ
と

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
弾
け
る
泡
の
香
り
を
嗅
ぎ
つ
つ
、
こ
れ
を
テ
ー

ブ
ル
に
持
ち
帰
っ
た
と
き
の
、
あ
の
人
の
反
応
を
想
像
し
た
。

「
そ
や
ろ
？　

や
っ
ぱ
り
そ
れ
よ
」

　

指
を
立
て
る
仕
草
も
、
言
っ
た
こ
と
も
、
思
っ
た
と
お
り
だ
。
無
意
識
に

笑
っ
た
ら
し
く
、
お
ば
さ
ん
は
そ
ん
な
ぼ
く
にＣ
目
を
細
め
た
。

「
樋
口
く
ん
、
体
は
大
き
い
け
ど
笑
う
と
や
っ
ぱ
り
小
学
生
や
ね
。
か
わ
い

い
わ
」

　

照
れ
く
さ
く
な
っ
て
ぼ
く
は
目
を
よ
そ
へ
泳
が
せ
た
。

「
小
学
生
の
う
ち
か
ら
い
ろ
ん
な
思
い
を
味
わ
う
ん
や
か
ら
、
あ
ん
た
ら
は

大
変
や
ね
え
。
ご
め
ん
ね
。
う
ち
に
は
中
学
受
験
す
る
よ
う
な
子
い
て
へ
ん

か
ら
、ｃ
気
に
障さ

わ

る
こ
と
言
う
た
か
も
し
れ
な
い
ね
。
だ
け
ど
さ
、
試
験
に
受

か
っ
た
落
ち
た
な
ん
て
、
こ
れ
か
ら
先
い
く
ら
で
も
挽ば
ん
か
い回
で
き
る
こ
と
だ

よ
っ
て
伝
え
た
か
っ
た
の
。
こ
れ
は
ホ
ン
ト
だ
よ
。
祝
賀
会
だ
か
打
ち
上
げ

会
だ
か
知
ら
な
い
け
ど
、
わ
っ
と
騒
い
で
早
く
吹
っ
切
っ
て
き
た
ら
い
い
わ
」

「
…
…
…
…
」

「
あ
る
ん
や
ろ
？　

な
ん
で
も
知
っ
て
る
よ
、注民
生
委
員
だ
も
ん
」

「
え
？
」

「
う
そ
う
そ
。ｄ
今
朝
、
お
と
な
り
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
思
い
出
し
た
の
」

　

一
瞬
、
本
当
に
民
生
委
員
な
ら
そ
ん
な
こ
と
も
知
っ
て
い
る
の
か
と
信
じ

込
ん
で
し
ま
っ
た
。

問
題
文
は
、
裏
面
に
続
き
ま
す
。
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「
そ
や
！　

今
日
あ
の
子
に
会
っ
た
ら
、
と
な
り
の
星
野
政
恵
の
バ
ッ
グ
取

り
返
し
た
っ
て
自
慢
し
て
や
っ
て
。
び
っ
く
り
す
る
や
ろ
ね
ぇ
」

「
え
？　

ぼ
く
は
…
…
」

「
な
ん
で
？　

い
か
へ
ん
の
？
」

「
マ
マ
が
…
…
い
か
な
い
方
が
い
い
っ
て
…
…
」

　

し
ま
っ
た
！　

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
う
っ
か
り
も
ら
し
て
し
ま
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
ぼ
く
は
、
は
っ
と
な
っ
て
口
を
つ
ぐ
ん
だ
。
す
る
と
、
お
ば
さ
ん

は
ぽ
か
ん
と
ぼ
く
を
見
て
、
や
が
て
は
あ
ん
と
苦
笑
い
し
た
。

「
マ
マ
の
言
う
こ
と
が
わ
か
ら
ん
で
も
な
い
け
ど
ね
。
親
に
し
て
み
た
ら
、

ち
ょ
っ
と
で
も
つ
ら
い
こ
と
は
避
け
さ
せ
て
や
り
た
い
も
の
ね
。
そ
や
け
ど

ね
ぇ
…
…
。
せ
っ
か
く
落
ち
た
ん
や
も
の
、
こ
こ
でＤ
転こ

け
方
覚
え
や
な
あ
か

ん
と
思
う
わ
。
あ
ん
た
も
マ
マ
も
」

　

お
ば
さ
ん
は
こ
の
あ
と
、
柔
道
の
話
を
持
ち
出
し
た
。
技
の
か
け
方
を
習

う
前
に
受
け
身
を
し
っ
か
り
覚
え
る
の
は
転
び
方
のｅ
会
得
が
よ
ほ
ど
大
切
だ

か
ら
だ
。
う
ま
く
転
け
れ
ば
立
ち
上
が
る
た
び
に
上
達
し
て
い
く
が
、
へ
た

に
転
べ
ば
大
怪
我
を
す
る
。
な
に
ご
と
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
お
ば
さ
ん
の
話
に
は
、
意
外
に
も
説
得
力
が
あ
っ
た
。

「
ま
あ
、
あ
ん
た
が
決
め
る
こ
と
や
け
ど
ね
。
マ
マ
も
い
く
な
と
言
っ
て
る

ん
じ
ゃ
な
い
と
思
う
の
。
か
わ
い
い
あ
ん
た
を
傷
つ
け
た
く
な
い
だ
け
な
の

よ
。
で
も
ね
、
転
ん
で
立
ち
上
が
る
あ
ん
た
を
見
た
ら
、
マ
マ
は
何
倍
も
う

れ
し
い
は
ず
や
わ
。
こ
れ
は
マ
マ
に
も
ま
だ
わ
か
ら
へ
ん
。
あ
ん
た
と
い
っ

し
ょ
に
転
ん
で
、
マ
マ
も
こ
う
い
う
こ
と
を
覚
え
て
い
く
の
よ
。
子
育
て
は

親
育
て
っ
て
上
手
に
言
う
た
も
ん
や
ね
」

　

マ
マ
が
育
つ
？

ピ
ン
と
こ
な
い
け
れ
ど
、
お
ば
さ
ん
が
マ
マ
の
こ
と
を

あ
ま
り
責
め
な
い
で
く
れ
た
こ
と
で
、
ぼ
く
は
素
直
に
聞
い
て
い
ら
れ
た
。

　

腕
の
時
計
に４
ち
ら
り
と

⌇
⌇
⌇
⌇
目
を
遣や

っ
て
、
お
ば
さ
ん
は
も
う
一
杯
ジ
ュ
ー
ス

の
お
代
わ
り
は
ど
う
か
と
勧
め
る
。
も
う
い
い
と
断
っ
て
、
ぼ
く
ら
は
店
を

出
た
。

（
中
略
）

　

一
人
に
な
っ
て
、
ま
た
携
帯
を
い
じ
っ
た
。
と
に
か
く
誰
か
に
メ
ー
ル
を

送
ろ
う
。
ア
行
の
明
石
く
ん
が
ま
っ
先
に
出
て
き
た
。

『
今
日
、
何
時
だ
っ
け
？
』

　

送
信
。
あ
ん
な
に
迷
っ
て
い
た
の
に
、
意
外
に
も
あ
っ
さ
り
ボ
タ
ン
は
押

せ
た
。
む
し
ろ
、
送
っ
て
し
ま
っ
た
あ
と
の
方
が
心
が
じ
わ
ん
と
す
る
。
手

に
握
り
し
め
た
ま
ま
、
返
信
を
待
っ
た
。
こ
い
、
こ
い
、
と
念
じ
て
い
た
く

せ
に
、
電
話
の
着
信
が
鳴
っ
て
、
ぼ
く
は
び
く
っ
と
震
え
た
。

　

―
う
っ
そ
、
電
話
？

　

少
し
心
を
落
ち
着
け
よ
う
と
す
る
ぼ
く
を
、
呼
び
出
し
音
が
早
く
、
早
く

と
急せ

か
し
て
い
た
。

「
も
し
も
し
…
…
」

「
あ
、
あ
っ
ち
ゃ
ん
。
あ
の
…
…
ぼ
く
さ
…
…
」

Ｅ
明
石
く
ん
の
声
は
緊
張
し
ま
く
っ
て
い
た
。

「
知
っ
て
る
。
受
か
っ
た
ん
だ
ろ
、
英
光
。
よ
か
っ
た
な
」

　

ぼ
く
は
自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
冷
静
に
応
え
て
い
た
。

「
う
…
…
う
ん
。
あ
り
が
と
う
」

　

泣
き
そ
う
な
声
だ
。

　

ぼ
く
は
そ
の
瞬
間
、
は
っ
と
気
づ
い
た
。
明
石
く
ん
は
、
ぼ
く
に
こ
の
報

告
を
し
た
か
っ
た
ん
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
ぼ
く
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
ば
っ
か

り
に
、
た
っ
た
今
ま
で
心
か
ら
自
分
の
合
格
を
よ
ろ
こ
ぶ
気
持
ち
に
な
れ
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ぼ
く
は
こ
の
二
十
四
時
間
、
そ
ん
な
こ
と
を
ち
っ
と
も

考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

「
今
日
、
何
時
か
ら
だ
っ
け
？　

祝
賀
会
」

「
四
時
半
集
合
だ
よ
。
先
生
の
話
が
ち
ょ
っ
と
あ
っ
て
、
そ
の
あ
と
、
お
寿

司
や
お
菓
子
が
出
る
ん
だ
っ
て
」

　

―
ま
た
、
寿
司
か
。

「
あ
っ
ち
ゃ
ん
？
」

　

明
石
く
ん
が
心
配
そ
う
に
ぼ
く
を
呼
ぶ
。

「
ん
？　

あ
あ
、
わ
か
っ
た
。
四
時
半
だ
ね
。
い
く
よ
」

「
…
…
う
ん
。
絶
対
だ
よ
！
」

　

明
石
く
ん
の
声
は
急
に
弾
け
た
。
電
話
を
切
っ
た
あ
と
も
、
絶
対
だ
よ
、

絶
対
だ
よ
、
と
そ
の
声
は
鼓こ

膜ま
く

の
中
で
弾
み
続
け
て
い
た
。

　

ぼ
く
は
ぽ
か
ん
と
口
を
あ
け
て
、
メ
ロ
ン
パ
ン
の
遊
具
を
な
が
め
て
い

た
。
楽
し
い
っ
て
わ
け
で
も
な
い
し
、
気
分
が
い
い
っ
て
い
う
ほ
ど
で
も
な

い
け
れ
ど
、Ｆ
胸
に
つ
か
え
て
い
た
も
の
は
、
も
う
痛
く
も
な
ん
と
も
な
い
。

全
部
が
吹
っ
飛
ん
で
い
っ
た
気
分
だ
。

　

そ
う
だ
、
と
思
い
出
し
、
マ
マ
に
も
メ
ー
ル
を
打
っ
た
。

『
四
時
半
か
ら
祝
賀
会
い
く
』 

　

一
度
帰
ろ
う
か
と
自
転
車
に
ま
た
が
っ
た
と
き
、
早
く
も
メ
ー
ル
が
も

ど
っ
て
き
た
。

『
Ｏ
Ｋ
、
わ
か
っ
た
』

　

大
き
な
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
に
は
さ
ま
れ
て
、
笑
顔
が
三
つ
も
な
ら
ん
で
い
た
。

注　

民
生
委
員 

… 

地
域
の
人
々
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
支
援
を
し
た
り
す

る
人
。
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の
設
問

問
一　

次
の
（
Ⅰ
）
～
（
Ⅲ
）
の
各
問
に
答
え
な
さ
い
。

（
Ⅰ
）「
素
通
り
」（　
　
　

線
部
ａ
）、「
今
朝
」、（　
　
　

線
部
ｄ
）、「
会

得
」（　
　
　

線
部
ｅ
）
の
漢
字
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。

（
Ⅱ
）「
口
を
つ
ぐ
ん
だ
」（　
　
　

線
部
ｂ
）
の
本
文
中
に
お
け
る
意
味
と

し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な

さ
い
。

１　

無
神
経
な
発
言
に
対
し
て
、
言
葉
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

２　

言
う
べ
き
言
葉
が
見
つ
か
ら
ず
、
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。

３　

思
わ
ず
驚
き
の
声
を
あ
げ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
我
慢
し
た
。

４　

話
題
を
変
え
よ
う
と
考
え
込
む
あ
ま
り
、
無
言
に
な
っ
た
。

（
Ⅲ
）「
気
に
障
る
」（　
　
　

線
部
ｃ
）
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
と
同
様
の

意
味
を
持
つ
言
葉
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

腹
が
立
つ　
　

２　

頭
に
く
る

３　

鼻
に
つ
く　
　

４　

面
食
ら
う

問
二　

〰
〰

〰

線
部
１
～
４
の
表
現
の
中
で
、
擬
音
語
を
一
つ
選
び
、
番
号

で
答
え
な
さ
い
。

問
三　
「
ぼ
く
は
顔
を
上
げ
た
」（　
　
　

線
部
Ａ
）
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

と
き
の
「
ぼ
く
」
の
気
持
ち
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

明
石
く
ん
が
志
望
変
更
を
勧
め
ら
れ
て
も
挑
み
続
け
る
中
で
感
情
的

に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
驚
く
と
と
も
に
深
い
共
感
を
覚
え
た
。

２　

明
石
く
ん
が
志
望
校
の
変
更
を
勧
め
ら
れ
た
と
き
、
予
想
も
し
な
い

よ
う
な
行
為
に
及
ん
で
い
た
と
い
う
、
意
外
な
一
面
を
知
り
驚
い
た
。

３　

普
段
の
明
石
く
ん
の
様
子
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
言
動
に
驚
き
、

明
石
く
ん
の
真
剣
さ
に
気
付
け
な
か
っ
た
か
ら
負
け
た
の
だ
と
痛
感
し
た
。

４　

普
段
の
明
石
く
ん
の
様
子
な
ど
知
り
た
く
も
な
い
の
に
、
傷
心
し
て

い
る
自
分
に
話
し
続
け
る
「
お
ば
さ
ん
」
の
非
常
識
さ
に
驚
き
呆
れ
た
。

問
四　
「
え
っ
、
な
ん
で
？
」（　
　
　

線
部
Ｂ
）
と
あ
り
ま
す
が
、「
ぼ
く
」

の
表
情
を
見
た
「
お
ば
さ
ん
」
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

中
学
受
験
が
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
大
学
に
行
け
ば
同
じ
だ
と
言

い
、「
ぼ
く
」
に
大
学
合
格
に
向
け
て
の
道
筋
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。

２　

中
学
受
験
に
失
敗
し
た
こ
と
は
、
未
来
の
自
分
が
見
た
ら
む
し
ろ
こ

の
ほ
う
が
良
か
っ
た
と
思
え
る
は
ず
だ
と
励
ま
し
て
い
る
。

３　

ひ
っ
た
く
り
犯
を
捕
ま
え
た
こ
と
は
、
中
学
受
験
の
失
敗
よ
り
も
人

生
の
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
「
ぼ
く
」
の
主
張
を
肯
定
し
て
い
る
。

４　
「
ぼ
く
」
と
明
石
く
ん
を
見
た
目
で
判
断
し
、
明
石
く
ん
が
合
格
し

て
「
ぼ
く
」
が
不
合
格
で
あ
る
は
ず
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
五　
「
目
を
細
め
た
」（　
　
　

線
部
Ｃ
）
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の

「
ぼ
く
」
に
対
す
る
「
お
ば
さ
ん
」
の
心
情
を
表
す
言
葉
と
し
て
最
も

適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

快か
い

哉さ
い

２　

共
感

３　

慈
愛

４　

期
待

設
問
は
、
裏
面
に
続
き
ま
す
。

四
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問
六　
「
転
け
方
覚
え
や
な
あ
か
ん
」（　
　
　

線
部
Ｄ
）
と
あ
り
ま
す
が
、

「
お
ば
さ
ん
」
が
こ
の
よ
う
に
発
言
し
た
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　
「
ぼ
く
」
と
母
親
に
と
っ
て
、
想
定
外
の
失
敗
で
も
、
割
り
切
っ
て

気
持
ち
を
切
り
替
え
る
経
験
を
積
む
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
か
ら
。

２　
「
ぼ
く
」
が
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、
母
親
と
共
に

辛
い
こ
と
に
も
向
き
合
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
た
か
ら
。

３　
「
ぼ
く
」
と
母
親
が
困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
失
敗
し
た
こ

と
を
受
け
と
め
て
、
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
た
か
ら
。

４　
「
ぼ
く
」
の
失
敗
は
母
親
に
と
っ
て
も
試
練
で
あ
り
、
守
る
こ
と
ば

か
り
で
は
母
親
の
成
長
の
機
会
を
失
っ
て
し
ま
う
と
考
え
た
か
ら
。

問
七　
「
明
石
く
ん
の
声
は
緊
張
し
ま
く
っ
て
い
た
」（　
　
　

線
部
Ｅ
）
と

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

相
手
を
傷
つ
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
と
、
自
分
の
努
力
の

過
程
を
共
有
し
た
い
と
い
う
思
い
の
間
で
気
持
ち
が
揺
れ
動
い
て
い
た

か
ら
。

２　

自
分
自
身
の
合
格
を
伝
え
る
こ
と
に
迷
い
が
あ
っ
た
た
め
、
相
手
に

伝
え
る
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
に
慎
重
に
な
り
、
動
揺
が
声
に
表
れ
て
し

ま
っ
た
か
ら
。

３　
「
ぼ
く
」
が
失
敗
し
、
自
分
が
合
格
し
て
し
ま
っ
た
事
実
に
い
ま
だ

に
驚
き
を
隠
せ
ず
、
思
い
が
け
な
い
状
況
に
複
雑
な
後
ろ
め
た
さ
を
感

じ
て
い
た
か
ら
。

４　

自
分
が
合
格
し
た
こ
と
を
伝
え
て
し
ま
う
と
、
不
合
格
に
な
っ
た

「
ぼ
く
」
が
祝
賀
会
に
参
加
し
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に

思
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

問
八　
「
胸
に
つ
か
え
て
い
た
も
の
は
、
も
う
痛
く
も
な
ん
と
も
な
い
」（　

　
　

線
部
Ｆ
）
と
あ
り
ま
す
が
、「
ぼ
く
」
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
感
じ

た
の
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

明
石
く
ん
の
合
格
を
祝
福
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
で
祝
賀
会
に

行
く
と
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。

２　

明
石
く
ん
の
苦
し
み
に
気
づ
い
て
、
お
互
い
の
本
心
を
打
ち
明
け
て

仲
直
り
が
で
き
る
は
ず
だ
と
思
っ
た
か
ら
。

３　

友
情
の
温
か
さ
を
実
感
し
、
そ
れ
ま
で
不
合
格
を
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
痛
み
が
取
り
払
わ
れ
た
か
ら
。

４　

時
間
の
流
れ
や
日
常
の
出
来
事
に
気
持
ち
が
紛ま
ぎ

れ
、
重
苦
し
い
気
持

ち
が
次
第
に
遠
の
い
て
い
っ
た
か
ら
。
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次
の
文
章
は
、
精
神
科
医
で
あ
る
木き

村む
ら

敏び
ん

の
文
章
の
一
部
で
す
。
こ

れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

「
生
命
」
と
〈
生
命
〉

　
「
生
き
る
」
と
い
う
の
は
、
と
り
あ
え
ず
は
、
あ
る
人
が
、
あ
る
い
は
そ

の
人
の
身
体
が
、
生
命
活
動
を
保
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
「
と
り
あ
え

ず
は
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
、Ａ
ち
ょ
っ
と
思
い
が
入
っ
て
い
ま
す
。「
生
き
る
」

と
い
う
の
は
、
だ
れ
か
が
、
あ
る
い
は
だ
れ
か
の
身
体
が
生
命
活
動
を
保
っ

て
い
る
こ
と
だ
と
は
、
そ
うａ
ソ
ク
⌇
⌇
ザ
に
断
定
的
に
は
言
え
な
い
。
そ
れ
が

「
と
り
あ
え
ず
は
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
ソ
ク
ザ
に
は
言
え
な
い
ん
だ
け
れ

ど
も
、
ま
あ
言
っ
て
み
れ
ば
、「
私
が
生
き
て
い
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
と
い
う
と
、
私
が
、
あ
る
い
は
私
の
身
体
が
そ
の
生
命
活
動
を
保
っ
て
い

る
、
失
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　

し
か
し
、
だ
れ
か
の
（
私
の
で
も
い
い
し
、
あ
る
人
の
で
も
い
い
の
で
す

が
）
生
命
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
誰
の
も
の
で
も
な
い
、

い
っ
て
み
れ
ば
「
非
人
称
」
の
生
命
が
宿
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
非
人
称
の
生
命
を
、
山
カ
ッ
コ
を
つ
け
て
〈
生
命
〉
と
書
く
こ
と
に
し
ま

す
。
そ
れ
を
「
生
命
力
」
の
よ
う
な
実
体
的
な
「
も
の
」
と　

Ⅰ　

く
だ

さ
い
。
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、「
生
命
」
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で

「
生
き
る
」
と
い
う
「
こ
と
」
で
す
。
こ
こ
で
山
カ
ッ
コ
を
つ
け
た
〈
生
命
〉

と
い
う
の
も　

Ⅱ　

的
な
実
体
で
は
な
く
、
動
詞
的
に
し
か
考
え
ら
れ
な

い
働
き
、
し
か
も
、
私
と
か
彼
と
か
彼
女
と
か
の
個
人
的
な
働
き
で
は
な
く

て
、
だ
れ
の
も
の
で
も
な
い
非
人
称
の
働
き
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
普
通

に
「
生
命
」
と
か
「
生
き
て
い
る
」
と
か
い
え
ば
、
こ
れ
は
だ
れ
か
が
、
私

や
彼
や
彼
女
が
、
つ
ま
り
身
体
を
も
っ
た
個
人
が
、
生
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。 

　

こ
れ
は
た
い
へ
ん
難
し
い
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
私
の
今
回
の
お
話
の
全

体
に
か
か
わ
る
こ
と
で
す
か
ら
、Ｂ
一
度
き
ち
ん
と
考
え
て
み
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
。
山
カ
ッ
コ
つ
き
の
〈
生
命
〉
と
い
う
の
は
誰
の
も
の
で
も
な
い

の
で
す
。
そ
う
い
う
場
合
に
、
こ
の
誰
の
も
の
で
も
な
い
、
自
分
と
か
他
人

と
か
の
区
別
が
ま
っ
た
く
な
い
、
非
人
称
の
〈
生
命
〉
と
い
う
の
は
い
っ
た

い
何
な
の
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。「
何
な
の
か
」
と
い
う
と
、
す
で
に
そ

れ
を
実
体
扱
い
し
て
問
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
よ
く
な
い
で
す
ね
。
こ

の
〈
生
命
〉
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
問
い
で

す
か
ら
、
皆
さ
ん
は
あ
ま
り
こ
れ
を
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
も
、
こ
のｂ
サ
イ
⌇
⌇
こ
れ
を
じ
っ
く
り
と
考
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
六
回
の
コ
ウｃ
ギ⌇
の
終
わ
り
に
、
答
え
ら
し
い
も
の
が
出

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

生
命
そ
の
も
の
は
死
な
な
い
。
死
ぬ
の
は
個
々
の
生
き
も
の
だ
け
で
あ
る
。

身
体
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
生
命
が
生
命
の
中
へ
入
っ
て
く
る
。

　

け
っ
し
て
死
な
な
い
「
生
命
そ
の
も
の
」、
そ
れ
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
。
と
い
う
の
も
、「
生
命
そ
の
も
の
は
死
な
な
い
」
と
い
う

ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
カ
ー
の
言
葉
は
、
直
観
的
に
は
非
常
に
よ
く
わ
か
る
、「
ほ
ん

と
に
そ
う
だ
」
と
思
え
て
し
ま
う
言
葉
だ
か
ら
で
す
。
な
に
が
そ
う
思
わ
せ

る
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
あ
る
と
き
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
カ
ー
のｄ
ジ⌇
デ
ン

『
出
会
い
と
決
断
』
を
読
ん
で
い
ま
し
た
ら
、
そ
こ
に
こ
ん
な
こ
と
が
書
い

て
あ
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。 

　
《
身
体
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
命
が
生
命
の
中
に
入
っ
て
く
る
。》

　

原
文
の
ド
イ
ツ
語
は
、 M

it der Leiblichkeit kom
m

t Leben ins 

Leben 

で
す
。
生
命 Leben 

が
、
生
命 Leben 

の
中
に
入
っ
て
く
る
、Ｃ
こ

れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
こ
に
二
つ
出
て
く
る
「
生

命
」
と
い
う
単
語
の
最
初
の
ほ
う
に
は
、
冠
詞
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
そ
れ
は
特
定
の
、
だ
れ
か
の
、
あ
る
い
は
何
か
の
生
命
で
は
な
い
の
で

す
。
こ
れ
を
読
ん
だ
と
き
、
私
は
と
っ
さ
に
、
こ
れ
は
私
が
山
カ
ッ
コ
を
つ

け
て
〈
生
命
〉
と
書
く
こ
と
に
し
て
い
る
、
だ
れ
の
も
の
で
も
な
い
、
非
人

称
の
生
命
、
実
体
的
な
「
も
の
」
で
は
な
い
、「
こ
と
」
と
し
て
の
生
命
の

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
こ
こ
に
二
回
出
て
く
る
「
生
命
」
の
最
初
の
ほ
う
、
無
冠
詞
で
無

規
定
の
、
だ
れ
の
も
の
で
も
な
い
〈
生
命
〉
が
、
私
が
、
あ
る
い
は
あ
る
生

物
が
身
体
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
へ
入
り
込
ん
で
き
て
普
通
の
意
味

の
、
山
カ
ッ
コ
な
し
の
生
命
に
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
後
も
、
こ
の
生

命
が
生
き
続
け
て
い
る
か
ぎ
り
、〈
生
命
〉
は
絶
え
ず
生
命
の
中
へ
入
り
続

け
て
い
る
の
で
す
。「
身
体
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
」
と
い
う
の
は
、
そ
の

生
物
が
私
と
か
彼
と
か
彼
女
と
か
、
あ
る
い
は
こ
の
犬
と
か
あ
の
猫
と
か
、

個
々
別
々
の
個
人
あ
る
い
は
個
体
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

と
い
う
意
味
で
す
。
個
別
的
な
、
所
有
者
の
は
っ
き
り
し
た
身
体
は
、〈
生

命
〉
が
そ
れ
自
身
を
個
々
の
生
命
へ
と
限
定
す
る
場
所
な
の
で
す
。 

　

そ
う
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
カ
ー
が
『
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
ク

ラ
イ
ス
』
に
書
い
た
最
初
の
文
章
、《
生
命
そ
の
も
の
は
死
な
な
い
。
死
ぬ

の
は
個
々
の
生
き
も
の
だ
け
で
あ
る
》
に
出
て
く
る
「
生
命
そ
の
も
の
は
死

な
な
い
」
の
意
味
も
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
こ
の
「
生
命

そ
の
も
の
」
こ
そ
、
山
カ
ッ
コ
つ
き
の
〈
生
命
〉、
だ
れ
の
も
の
で
も
な

い
、「
こ
と
」
と
し
て
の
〈
生
命
〉
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
で
す
。〈
生
命
〉
は
だ
れ
の
も
の
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
特
定

の
身
体
に
宿
っ
て
い
る
生
命
で
は
な
い
、
あ
る
と
き
に
生
ま
れ
て
一
定
期
間

生
き
続
け
て
、
そ
し
て
死
ん
で
行
く
よ
う
な
生
命
で
は
な
い
の
で
す
。
だ
か

ら
そ
れ
は
地
球
と
運
命
を
と
も
に
す
る
よ
う
な
進
化
論
的
な
生
命
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。Ｄ
死
ん
で
行
く
の
は
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
〈
生
命
〉
が
個
別
の
身
体

に
入
り
込
ん
で
生
ま
れ
て
き
た
、
個
々
の
生
き
も
の
の
生
命
だ
け
な
の
で
す
。

注　

ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
カ
ー 

… 

二
〇
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
ド
イ
ツ
の
神
経
内

科
医
。

五

注
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の
設
問

問
一　

〰
〰

〰

線
部
ａ
～
ｄ
に
相
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群

の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

ａ　

ソ
ク
⌇
⌇
ザ

１　

母
が
冷
蔵
庫
の
食
材
で
ソ
ク
⌇
⌇
セ
キ
料
理
を
作
っ
て
く
れ
た
。

２　

子
ど
も
た
ち
は
明
日
の
エ
ン
ソ
ク
⌇
⌇
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

３　

学
校
で
は
決
め
ら
れ
た
キ
ソ
ク
⌇
⌇
に
従
っ
て
行
動
す
る
。

４　

疲
れ
が
た
ま
っ
た
の
で
少
し
キ
ュ
ウ
ソ
ク
⌇
⌇
を
と
っ
た
。

ｂ　

サ
イ
⌇
⌇

１　

不
正
行
為
に
対
し
て
厳
し
い
セ
イ
サ
イ
⌇
⌇
を
加
え
る
。

２　

支
払
い
方
法
と
し
て
現
金
で
の
ケ
ッ
サ
イ
⌇
⌇
を
希
望
す
る
。

３　

事
件
に
つ
い
て
シ
ョ
ウ
サ
イ
⌇
⌇
な
調
査
結
果
が
出
た
。

４　

人
間
の
欲
望
に
は
サ
イ
⌇
⌇
ゲ
ン
が
な
い
と
言
わ
れ
る
。

ｃ　

コ
ウ
ギ⌇

１　

ギ
ョ
ウ
ギ⌇
よ
く
座
っ
て
順
番
を
待
ち
な
さ
い
。

２　

そ
の
問
題
に
つ
い
て
友
人
と
深
い
ギ⌇
ロ
ン
を
交
わ
し
た
。

３　

彼
は
大
き
な
ギ⌇
フ
ン
を
覚
え
て
、
つ
い
に
告
発
し
た
。

五
４　

情
報
の
シ
ン
ギ⌇
を
確
か
め
て
か
ら
報
道
す
る
べ
き
だ
。

ｄ　

ジ⌇
デ
ン

１　

弁
当
を
ジ⌇
サ
ン
し
て
須
磨
浦
公
園
に
集
合
す
る
。

２　

長
い
旅
は
、
ジ⌇
コ
と
向
き
合
う
時
間
を
生
み
出
す
。

３　

条
件
が
そ
ろ
っ
た
こ
と
で
ジ⌇
コ
ウ
が
正
式
に
成
立
し
た
。

４　

公
園
で
は
小
さ
な
ジ⌇
ド
ウ
が
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る
。

問
二　
　

Ⅰ　

・　

Ⅱ　

に
あ
て
は
ま
る
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適

当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

Ⅰ
：
考
え
な
い
で　

Ⅱ
：
名
詞

２　

Ⅰ
：
考
え
て　
　
　

Ⅱ
：
形
容
詞

３　

Ⅰ
：
考
え
て　
　
　

Ⅱ
：
名
詞

４　

Ⅰ
：
考
え
な
い
で　

Ⅱ
：
形
容
詞

問
三　
「
ち
ょ
っ
と
思
い
が
入
っ
て
い
ま
す
」（　
　
　

線
部
Ａ
）
と
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　
「
生
き
る
」
と
い
う
語
を
安
易
に
定
義
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
明
言

す
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
た
め
。

２　
「
生
き
る
」
と
い
う
語
は
日
常
的
に
多
様
な
意
味
で
使
わ
れ
る
た

め
、
こ
こ
で
の
定
義
が
唯
一
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
。

３　
「
生
き
る
」
と
い
う
語
に
は
文
化
に
よ
っ
て
様
々
な
考
え
が
含
ま
れ

る
た
め
、
あ
え
て
断
定
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
。

４　
「
生
き
る
」
と
い
う
語
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、
自
分
の
考
え
を
十

分
に
整
理
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
自
省
し
て
い
る
た
め
。

問
四　
「
一
度
き
ち
ん
と
考
え
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
」（　
　
　

線
部
Ｂ
）

と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

生
命
と
い
う
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
経
験
や
気
持
ち
の
ま
ま

に
自
由
に
考
え
て
ほ
し
い
か
ら
。

２　

生
命
の
意
味
を
一
つ
に
決
め
、
生
命
と
い
う
言
葉
を
正
し
く
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
。

３　

こ
の
あ
と
で
答
え
を
は
っ
き
り
示
す
つ
も
り
な
の
で
、
そ
れ
ま
で
は

深
く
考
え
ず
に
読
み
進
め
て
ほ
し
い
か
ら
。

４　

生
命
と
は
何
か
を
安
易
に
決
め
つ
け
て
し
ま
う
と
、
別
の
生
命
の
在

り
方
に
気
付
け
な
い
か
ら
。

設
問
は
、
裏
面
に
続
き
ま
す
。
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問
五　
「
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
」（　
　
　

線
部
Ｃ
）

と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
た
次
の
文
の　

Ａ　

・　

Ｂ　

に
当
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
組
み
合
わ
せ

を
、
後
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
〈
生
命
〉
と
は
具
体
的
な
営
み
を
超
越
し
た　

Ａ　

な
存
在
で
あ
る

が
、
身
体
を
持
つ
生
き
物
が
誕
生
し
た
と
き
に
、
そ
の
身
体
の
内
部
に

　

Ｂ　

生
命
力
と
し
て
分
け
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

１　

Ａ
：
多
元
的　

Ｂ
：
個
別
の

２　

Ａ
：
多
元
的　

Ｂ
：
不
変
の

３　

Ａ
：
概
念
的　

Ｂ
：
個
別
の

４　

Ａ
：
概
念
的　

Ｂ
：
不
変
の

問
六　
「
死
ん
で
行
く
の
は
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
〈
生
命
〉
が
個
別
の
身
体

に
入
り
込
ん
で
生
ま
れ
て
き
た
、
個
々
の
生
き
も
の
の
生
命
だ
け
な
の

で
す
」（　
　
　

線
部
Ｄ
）
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と

で
す
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答

え
な
さ
い
。

１
〈
生
命
〉
は
特
定
の
身
体
に
宿
る
こ
と
で
個
体
の
生
命
と
な
り
、
身
体

が
存
在
す
る
あ
い
だ
だ
け
そ
の
形
を
保
つ
が
、
身
体
が
消
滅
し
て
も

〈
生
命
〉
は
残
り
続
け
る
と
い
う
こ
と
。

２
〈
生
命
〉
は
個
体
ご
と
に
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
運
命
づ
け
ら
れ
て
い

て
、
そ
の
個
体
の
意
思
や
行
動
と
は
無
関
係
に
一
定
の
期
間
だ
け
続
く

よ
う
に
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

３
〈
生
命
〉
は
身
体
に
宿
る
と
個
体
の
生
命
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、
そ

の
個
体
が
死
ぬ
と
〈
生
命
〉
自
体
は
個
体
か
ら
離
れ
て
別
の
個
体
に
移

動
す
る
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
。

４
〈
生
命
〉
は
遺
伝
子
や
細
胞
の
つ
な
が
り
と
し
て
進
化
の
過
程
に
保
存

さ
れ
、
個
体
が
死
ん
で
も
別
の
個
体
に
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
く

と
い
う
こ
と
。

─ 15 ─



一二

問
四

問
一

※

問
五

問
二

※ ※※

問
三

四

問
一

※五

問
一

※※

問
二

※※

※

問
三

問
二

問
四

※

問
五

問
一

※

問
二

問
三

※

問
四

問
五

※ ※

問
六

※

問
二

問
三

問
三

※

問
四

問
五

※

問
六

問
七

※

問
八

Ｃ

Ⅱ

Ⅲ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

Ｄ

問
五

問
四

問
六

※

問
一

三

ａ

Ⅰ

ｄ

ｅ

（
り
）
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